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　 診る
 1 持続性心房細動患者の症状を診る：
  本当に無症状？
 2 持続性心房細動患者の心電図・
  心臓超音波検査を診る
 3 持続性心房細動患者の予後を診る：
  予測するためのポイント

　 識る
4 洞調律維持によるメリット，
  医療介入によるデメリットを識る

5 抗不整脈薬の役割を識る
 6 カテーテルアブレーションの成績，
  成功予測因子を識る
7 心拍数調節のあり方を識る
8 左心耳閉鎖治療の適応を識る

 9  ビッグデータにみる，
   カテーテルアブレーション後の早期死亡
10  腎機能と心房細動アブレーション

Expertise

Expertise

　 治す
11 持続性心房細動に対してさまざまな
  カテーテルアブレーションで治す
12 心房細動アブレーションも薬物治療も
  無効な心房細動－こう治す
13 アブレーション後の生活管理で治す
14  Pulsed field ablationの将来Expertise

特集 持続性（慢性）心房細動の治療戦略　先生の治療方針は？
企画・構成／山下武志

次号予告
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2021年
2月9日発売

2021年1月号 抗血小板・抗凝固薬投与の問題は解決した？ 企画・構成／安田 聡

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 冠動脈疾患：出血リスク・血栓リスクをどのように評価するか？ 夏秋政浩，野出孝一
 2 .  心房細動患者の血栓塞栓症リスク・出血リスクをどのように評価するか？

濱谷康弘，赤尾昌治
 3 .  血栓症のバイオマーカーを実臨床にどのように活かすか？ 杉村宏一郎，青木竜男
 4 .  抗血栓療法の効果はどこまで評価できるか？ 海北幸一，辻田賢一

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 5 . アテローム血栓症における血栓形成機序はどこまでわかったのか？

 山下 篤，浅田祐士郎
 6 . 冠動脈ステント留置後の血管病理，revisited：
  病理から見た最適なDAPTの中止時期 鳥居 翔，中澤 学
 7 .   ［Expertise］ 循環器疾患に合併する後天性 von Willebrand病とは？ 堀内久徳
 8 .  ［Expertise］ がん関連血栓症（cancer associated thrombosis：CAT）とは？

CATの機序と治療に関する最新知見 塩山 渉

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 9 . 2020年JCSガイドライン フォーカスアップデート版
  冠動脈疾患患者における抗血栓療法のポイントは？ 小菅雅美
 10 . 抗血小板療法の2剤併用・単剤をどのように適応していくか？

  酒井孝志郎，新家俊郎
 11 . 抗凝固薬を必要とする冠動脈疾患患者に対する抗血栓療法のエビデンスは？

  上妻 謙
 12 . 心臓手術・非心臓手術における周術期の抗血栓療法で留意すべき点は？ 大塚文之
 13 . ［Expertise］ TAVI後の抗血栓療法はどこまで進んだか？ 多田篤司，永井利幸
 14 . ［Expertise］ 脳血管内科の視点で考える抗血栓薬選択のポイント 城野喬史，平野照之

〈短期集中連載〉災害時の循環器疾患管理：経験とエビデンスに基づく提言
 第１回　新潟大震災の経験と提言 榛沢和彦

2020年11月号 アミロイドーシス 企画・構成／佐野元昭

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 . 心アミロイドーシスを疑う所見
  a．病歴，症状，身体所見，採血所見 髙潮征爾，辻田賢一
  b．画像診断所見（心電図，心エコー，心臓MRI/CT，核医学検査） 小山 潤 
  c．生検，免疫染色，質量分析 猪又孝元
 2 .  ［Expertise］ 心アミロイドーシス診療における99mTcピロリン酸シンチグラフィの位置づけ

田原宣広，緒方詔子，戸次宗久，杦山陽一，本多亮博，福本義弘

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 3 . アミロイドーシスの概念・分類 越智友梨，北岡裕章
 4 .  ALアミロイドーシスにおける新たな潮流 塚田信弘

 5 .  心不全に潜在するATTRwtアミロイドーシスをどのように診断するのか？
石川裕敏，泉家康宏

 6 .  ATTRvアミロイドーシス 植田光晴
 7 . ［Expertise］アミロイドーシスの診断基準 内木宏延

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 8 . 心アミロイドーシスの治療
  a．総論（心不全，不整脈，血栓塞栓症に対する治療） 宮本真和，中村一文
  b．ALアミロイドーシスに対する治療　新規薬剤の可能性 野村 萌，鈴木憲史
  c．ATTRv，ATTRwtに対する治療 関島良樹
 9 .  ［Expertise］心アミロイドーシス診療アルゴリズム 遠藤 仁

2020年12月号 超高齢者循環器診療の術 －先生のお悩みはなんですか？－ 企画・構成／原田和昌

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 .  治療につながる老人性アミロイドーシス（野生型トランスサイレチンアミロイド

ーシス）の早期診断はどうすればいいのか ―野生型トランスサイレチンアミロイ
ドーシスの診断のアルゴリズムと治療薬タファミジス（ビンダケル®）に関する
医療経済面も含めて― 佐野元昭

 2 .  CKD合併急性心不全ではうっ血とWRFのどちらを重視するか? 森 建文
 3 .  心不全の貧血はどう治療する？ 加賀谷 豊
 4 .  認知症と循環器病の深い関係 猪原匡史
 5 .  がんを合併した循環器疾患について知っておくべきこと 石田純一

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 6 .  CKDが循環器疾患を引き起こす機序は？ 機序に基づく治療は？

常喜信彦，田中友里

 7 .  超高齢者循環器疾患患者のポリファーマシーの対応 小島太郎，秋下雅弘

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 8 . 超高齢者に多いHFpEFの薬物治療は？ 今村輝彦
 9 .  超高齢心不全患者に対するGDMTは何歳まで行うべきか？ 

生命予後とADLのどちらを重視すべきか，在宅ではどうすべきか？ 吉川 勉
 10 .  ［Expertise］TAVIは何歳まで行う？ 超高齢者に対するTAVIの適応

小張祐介，林田健太郎
 11 .  超高齢者の心房細動で抗血栓治療を中止することができるか？

岡田 靖，矢坂正弘
 12 .  ［Expertise］機能性MRのMitra Clip®後の薬物治療はどうあるべきか？ 片岡明久
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